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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公表番号】特表2010-513005(P2010-513005A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-542012(P2009-542012)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ   8/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   8/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   8/00     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   8/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   8/02    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   8/06    　　　　
   Ｂ０１Ｊ   8/00    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ   8/04    ３１１Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月21日(2012.6.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体出発物質（２、３）の前混合を触媒床（４）への供給前に１５０ｍｓ未満の遅延時
間にて混入装置（５）中で実施後、２つの流体出発物質（２、３）の間での反応を、触媒
床（４）上で実施するための反応器（１）において、混入装置（５）が本質的に第１の流
体出発物質流（２）の流入方向に対して横方向に配置されている次の要素：
第１の流体出発物質流（２）のための漏出断面積を１／２～１／１０に狭隘化する、２つ
または３つの連続配置された一連の管（６）の外側に乱流発生装置を備えた、２つまたは
３つの連続配置された一連の管（６）、この場合前記管（６）の内部空間には、第２の流
体出発物質流（３）が導通され、この第２の流体出発物質流（３）は、前記管（６）中の
開口（７）を介して第１の流体出発物質流（２）中に噴入され、ならびに
前記管（６）の上流の穿孔薄板（１０）および
前記管（６）の下流の穿孔薄板（１１）
から形成されていることを特徴とする、２つの流体出発物質（２、３）の間での反応を実
施するための上記反応器（１）。
【請求項２】
　外側に乱流発生装置を備えた管（６）は、フィン付き管（１２）であり、この場合乱流
発生器は、フィン（９）として構成されており、管（６）中の開口（７）は、フィン（９
）間のフィンピッチ（８）中に開口している、請求項１記載の反応器（１）。
【請求項３】
　フィン付き管（１２）が、長手方向のストリップからなるフィン（９）を備えた、円筒
状の外周を有する管（６）から形成され、前記フィンがこの管の外周上に螺旋状にストリ
ップ長手縁部に沿って溶接され、および切り込みを入れてフィン基部（１４）の切欠を備
え、セグメント（１３）を形成している、請求項１または２に記載の反応器（１）。
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【請求項４】
　セグメント（１３）が、フィン基部（１４）に対して角度をもってねじ曲げられている
、請求項３記載の反応器（１）。
【請求項５】
　フィン付き管（１２）が、管（６）の長さ１ｍ当たり１００～３００回のフィン（９）
の折り返し点を有する、請求項１から４までのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項６】
　管（１２）が２５～１５０ｍｍの範囲内、有利に２０～５０ｍｍの範囲内の外径を有す
る、請求項１から５までのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項７】
　フィン（９）の高さと管（１２）の外径との比が１／１０～１／２の範囲内にある、請
求項１から６までのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項８】
　フィン（９）が０．３～１．５ｍｍの範囲内の厚さを有し、セグメント（１３）が３～
１２ｍｍの範囲内、有利に４～８ｍｍの範囲内の幅を有する、請求項１から７までのいず
れか１項に記載の反応器（１）。
【請求項９】
　フィン付き管（６）の第２の列の管がフィン付き管（６）の第１の列の管の間の間隙に
配置されている、請求項１から８までのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項１０】
　フィン付き管（６）の３つの列を有し、該フィン付き管（６）の第３の列の管は、フィ
ン付き管（６）の第２の列の管の間の間隙に配置されている、請求項９記載の反応器（１
）。
【請求項１１】
　熱媒体がフィン付き管（６）の第２の列を貫流する、請求項１から１０までのいずれか
１項に記載の反応器（１）。
【請求項１２】
　熱媒体がフィン付き管（６）の第２の列とフィン付き管（６）の第３の列を貫流する、
請求項１から１０までのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項１３】
　フィン付き管（６）の第２の列が、任意の断面積の中実材料から形成されている、請求
項１１または１２に記載の反応器（１）。
【請求項１４】
　フィン付き管（６）の第２の列とフィン付き管（６）の第３の列が、任意の断面積の中
実材料から形成されている、請求項１１または１２に記載の反応器（１）。
【請求項１５】
　上流の穿孔薄板（１０）中の開口（１５）の直径が、２つの重なり合って続く折り返し
点間のフィンの内法スパンの半分よりも短い、請求項１から１４までのいずれか１項に記
載の反応器（１）。
【請求項１６】
　混入装置（５）への第１の流体出発物質流（２）の流入方向に対して垂直方向に全横断
面積に対する穿孔薄板中の開口（１５）の自由面積の総和として定義された上流の穿孔薄
板（１０）中の開口比が０．５以下、有利に０．３以下である、請求項１から１５までの
いずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項１７】
　穿孔薄板厚と穿孔薄板（１０、１１）中の開口（１５、１６）の直径との比が０．７５
～２．０の範囲内にある、請求項１から１６までのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項１８】
　下流の穿孔薄板（１１）中の開口（１６）の直径が上流の穿孔薄板（１０）中の開口（
１５）の直径より大きいかまたはこの直径に等しい、請求項１から１７までのいずれか１
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項に記載の反応器（１）。
【請求項１９】
　下流の穿孔薄板（１１）から触媒床（４）中への反応混合物の入口までの距離が下流の
穿孔薄板（１１）中の開口（１６）の直径の５～２０倍に相当する、請求項１から１８ま
でのいずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項２０】
　高められた温度で耐酸化性および場合によっては耐炭化性である材料が管（６）および
穿孔薄板（１０、１１）のための材料として使用されている、請求項１から１９までのい
ずれか１項に記載の反応器（１）。
【請求項２１】
　請求項１から２０までのいずれか１項に記載の反応器（１）中の触媒床（４）上で２つ
の流体出発物質（２、３）間の化学反応を実施するための方法において、殊にオキシ脱水
素化を実施するために、第１の流体出発物質流（２）が反応ガス混合物であり、第２の流
体出発物質流（３）が酸素含有ガス流であることを特徴とする、請求項１から２０までの
いずれか１項に記載の反応器（１）中の触媒床（４）上で２つの流体出発物質（２、３）
間の化学反応を実施するための方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３９】
　上流の穿孔薄板中の開口の直径は、有利には、２つの重なり合って続く折り返し点間の
フィンの内法スパンの半分よりも短い。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４５】
　下流の穿孔薄板は、有利に触媒床への入口に対して該穿孔薄板の開口の直径の５～２０
倍の距離で離れている。
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